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事業未完了

　市外で、手洗い蛇口から感染した疑いのある事例が発生したことか

ら、非接触型に改修することで、感染リスクを低減する一定の効果は

あったものと考えられる。

 　　　対象施設　37施設　(うちR2改修完了施設　27施設)

　水回り等の衛生環境の向上は図られたが、施設全体で考えた時に、水

回り以外でも接触リスクは生じる。

　施設全体における接触リスクを全て取り除くことは現実的に困難であ

ると考えられる。

　施設整備による対応のみならず、感染リスクを低減させるためには、

利用者や従事者等の個別の対応が非常で重要であると考える。

　一部施設において、整備に係る部品調達が遅れ令和３年度に繰越したが、令

和３年５月末までに全ての対象施設整備は完了予定となっている。

　保育施設、児童館、放課後児童クラブ実施施設において、児童が触れ

る部分（手洗い蛇口、天井灯電源スイッチ）を非接触型に改修する。民

間事業者においては、交付申請及び実績報告により補助を行う。

　保育施設等において、水回り等の衛生環境の整備を行うことにより、

新型コロナウイルス等の感染症を予防するもの

保育施設、児童館、放課後児童クラブ実施施設

繰越事業

７. 事 業 費 16,134千円 執行額 13,661千円
繰越し2,473千円

新型コロナウイルス感染症対策関連事業　評価シート

保育施設等衛生環境設備整備事業（非接触対応設備）

市民生活部 担当課等 子育て支援課


